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	アクチンフィラメントの動態を制御するタンパク質キナーゼ。アクチン結合／脱重合因子であるコフィリンをリン酸化して不活性化し、アクチン細胞骨格を安定化させる。軸索の伸長を刺激し、脳の発達に関与している可能性がある。アイソフォーム3はアクチン細胞骨格の変化に対して優性阻害作用を示す。
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	Phospho-LIM Kinase 1 (Thr508) 抗体を使用した C2C12、Hela、293 溶解物中の Phospho-LIM Kinase 1 (Thr508) のウエスタンブロット分析。
	

	LIMK1（リン酸化Thr508）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用しました。右側はブロッキングペプチドを添加したサンプルです。
	

	LIMK1（Phospho-Thr508）抗体（赤）を使用したHela細胞におけるPhospho-LIMキナーゼ1（Thr508）の免疫蛍光分析。

